
〜 令和 8 年 1 ⽉ 15 ⽇

（対象者数） 25 （回答者数） 20

〜 令和 ８ 年 1 ⽉ 15 ⽇

（対象者数） 10 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
⽇々の関わりの中で、児童に関する不安や困っていることを
気軽に共有できるよう、声かけや情報交換の機会を⼤切にし
保護者との信頼関係のさらなる構築を図っていく

2
苦⼿意識のある活動についても、段階的な参加や役割を通し
て「できた」「たのしい」と感じられるよう経験を積み重ね
られるよう、支援方法や活動内容の工夫を進めていく

3
⽇々の支援の振り返りや意⾒交換に加え、研修や情報共有の
機会を通して職員の理解を深め、支援の質向上と安定した支
援体制の構築に繋げていく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域や他事業所との交流について、目的やねらいを整理した
上で、無理のない範囲から段階的に取り組んでいく

2
教室内の動線や活動配置を⾒直し、パーテーションやクール
ダウンに使⽤できる部屋を活⽤し、安全⾯と落ち着いて過ご
せる環境の両⽴を図る工夫が必要

3

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○保護者評価有効回答数

令和 7 年 12 ⽉ 8 ⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和 ８ 年 2 ⽉ 10 ⽇

職員同⼠で育ちや⾏動の気づきを共有し「まずは試してみ
る」という姿勢で支援方法を検討・実践し、⽇々の支援の質
向上に繋げている

介護福祉⼠・保育⼠等の有資格者が多く在籍し、児童の体調
の変化や⽇々の様子にいち早く気付き、一人ひとりに応じた
丁寧な対応を心がけている

体温調節が難しい児童や体調変化のある児童が安心して過ご
せるよう、室温・湿度管理や活動量の調整を⾏い、無理のな
い支援を心がけている

前⽇の様子や当⽇の体調・情緒に応じて活動内容を⾒直し、
身体を使った遊びを取り入れたり静かにのんびりと過ごす時
間を作る等無理なく参加できる活動プログラムを提供してい
る

前⽇の活動内容や児童の様子を職員間で振り返り、当⽇の状
態
に応じて活動内容を調整するなど、一人ひとりに合った活動
を
意識して取り入れている

○事業所名 放課後デイサービス Andante

○保護者評価実施期間 令和 7 年 12 ⽉ ８ ⽇

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

放課後児童クラブや地域児童との交流、他事業所との連携に
ついて、積極的に取り組む機会が少なく、児童が多様な経験
を得る場が十分とはいえない

⽇々の支援や安全確保を優先する中で、他事業所や地域との
交流に時間や人員を配置することが現状困難であり結果とし
て交流の場が限られている

利⽤人数や児童の特性によっては、活動や休息のための十分
なスペースを確保することが難しく、環境⾯で工夫が必要な
場⾯がある

教室の広さや構造、利⽤定員の関係から、活動内容や動線に
制
限が生じやすく、十分なスペース確保が困難な状況となって
いる

事業所における自己評価総括表公表


